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研究内容 
［１］圧縮強度試験下のコンクリート内部変形計測

法の開発と骨材の役割 
(科学研究費 基盤研究(C)) 

・コンクリートに用いる材料が多様化しており，特
に変形や劣化に対して，骨材（砂や石）が担う役
割を再確認することが重要である． 

・ X線CT法により，コンクリート内部を可視化し，
3 次元画像計測により局所的な変形計測法の開発． 

・粒子追跡法（PTV）による計測では，高密度な粒
子を混合し，機械的な誤差を取り除く座標補正を
行った結果，現状で 0.005±0.02mm の精度で計測
可能．今後改良を検討中． 

・圧縮強度の異なるモルタルや密度の異なる骨材を
用いたコンクリートの供試体内部の変形を計測． 

供試体断面 内部骨材の移動ベクトル

20mm

 
図1 供試体断面とその内部の骨材の移動ベクトル 
 
［２］多孔質材料の空隙特性に関する考察と物質の

流れとの関係 
(科学研究費 基盤研究(B)) 

・多孔質材料内部の流れに関わる空隙特性を明らか
にすることで，材料設計の基礎資料を得る． 

・空隙特性の評価には X 線 CT 法と市販のソフトで 

 
図 2 多孔質体の 3 次元画像と空隙の抽出画像 

3 次元画像計測を実施し，空隙の形状，連続性な
どを評価 

・3D プリンタで透明供試体を造形し，屈折率整合
法により，多孔質材料内部の流れを可視化予定． 

・両者の比較から，流体の流れに影響を及ぼす空隙
特性を明らかにする． 

 
［３］火害を受けたコンクリート内部の品質評価手

法の開発 
(セメント協会研究奨励金) 

・コンクリート構造物の表面が火災を受けると内部
方向に熱が伝達し，それが原因の劣化が生じる． 

・劣化は，セメント水和物や Ca(OH)2の分解が原因
で，その結果，密度変化が生じる． 

・X 線 CT 法で 3 次元での密度変化を計測可能． 
・現在，X 線 CT 法で得られた特性値（CT 値）とセ

メントの物理化学的品質との関係を解明中． 
 
［４］バイオコークスの内部品質から見た製方法の

改善 
・適切な圧力と温度の条件で製造されるバイオコー

クスは大型になるほど内部を均一に製造するこ
とが難しい． 

・様々な製造条件で作られた大型バイオコークス内
部の品質分布を X 線 CT 法で計測し，最適な製造
条件を検討する． 
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